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地域で生きる障害者を支える会通信

みんな元気で長生きしてね!

頑張ってきたのだから

82号

刷量人『地域で生きる障害者を支える会』

住所:横浜市港北区下田町6-31-8 

活動ホーム『しもだJI均

TEL 045-562-3600 

FAX 045-562-5991 

いつもの道、新横浜のピル街を抜け出したところで、遠くに輝くばかりの白銀の富士があ

らわれました。秋らしい秋も知らぬ聞に、早くも冬の足音です。

今年は、グループホームの問題にどっぷりと浸かつてしまった毎日ですが、それでもやっ

と胸突き八丁を越えた気がします。(甘いでしょうか.. .)後は、スタッフの充実と、運営

費のアップ。これは「相手のあることですから.. . Jなどと張り詰めた弦を弛めつつ、人探

しをはじめています。

* * * 
かつて、横浜市長は「星の数ほど作業所を作りましょう」などと、ロマンティックな激

励をしてくれたのですが、アレからもう 20年あまりが経ちました。

とりあえず日中に通う場所がほしいといって頑張った親たちも、活動ホームを作り、グ

ノレ}プホームをと、次々と出てくる新たなる課題と取り組んでいるうちに歳を重ね、知

らず知らずの無理が、健康を蝕んでいる人もいます。

障害者を子に持つ親だからといって、特別丈夫にできているわけでもありません。

どこの家庭にもある家族の問題も同じようにかかえているのです。いつまでもわが子を

見守り続けられるように、丈夫で長生きしてほしいと思いますし、これからは、そうし

た視点での支えあいも必要なのではないかと思います。

* * * 
もうそろそろ、「頑張れば助けてあげるよJという行政の支援も、次へランクアップし

ていただけないものでしょうか。今度の事件は「運営費さえ充分なら、こんな事になら

なかった。」という悔しさ。親も子の障害者も支援スタッフも、重度障害者であるがゆえ

にかみ締めた、守るべき法の前の不平等さ。当事者以外の人たちにも感じさせた、『本来

ならばこんな事言いたくない』という『なんとも後味の悪い』事件でありました。ただ

この試練を生かし、大変でも工夫して運営の改善に全力を挙げたい左決意しています。
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様々な体験を生かして

花陽の会代表 三上文子

年齢相応の体力・知力の低下を痛感する咋今とは言え、落ち着き無く活動してまいりまし

たが、半年以上以前より、精神面での弱さが露呈した中で、今更ながら幾つかの事を学びま

した。

何気ない一言がヤリのように突き刺さり、良かれと発してくださる言葉に耳を覆いたくな

る苦痛、それらを努めて平静を装いながら、ひきつった笑顔で、受け止める辛さ。詮索で、あっ

たり、強い口調での叱H宅激励や、果ては説教にまで発展し益々心を閉ざしてしまう現実に、

自責の念にかられてもしまうのです。

障害を抱える方やそのご家族は、長年、私共には計り知れないそうした思いを経験された

ことでしょう。

そのような中で、雄弁にならず静かに“傾聴"、穏やかに共に時を過ごしてくださる方々に、

どれほど救われたことでしょう。

逆の立場に立ったとき、果たして温かい眼差しで思いやりの心を向けられただろうか?

全く自信がありません。多分、山ほどの傷を多くの方々に負わせていたことでしょう。

人の和を重んじる為に、様々な体験や苦労をどう生かし、賢い生き方や真の「教養」ある

言動がいかにできるか・・・この歳にして改めて考えさせられました。

|花陽の会が演奏会開催|

「花陽の会」の演奏会が盛大にひらかれました。

「地域で生きる障害者を支える会」へもご案内いただ

き手づくり品などの販売をしました。また会場の皆様より募金箱にご寄付をいただきました。
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めがねの声

- ずっと見守ってほしい.• . 

この前、港北図書館の前庭で聞かれた「らくらく市Jに行きました。

毎年に1回ひらかれるパザ}です。参加する人たちは、障害者福祉の団体や、コミュニティ

ーパスを走らせる会なrの市民グループの人たちゃ、ふつうの学校には行きにくい人たちの
ための学校の人や精神障害の人を励ます会の人や いろいろな会の人たちが集まっていま

す。ずっと 活動ホームの送迎をして下さっている石立さんも初めからのメンバーです。

私が小さいときは、父母の会で2-3回参加して、私もキーホルダーなどを売ったりしま

した。親の会が忙しくなって 参加はしなくなりましたが、それからずっと「らくらく市」

は続いていて 参加の団体も増えています。

毎年行けばいろいろな人に会えるので うれしいです。今年も母とでぶらりとみん

なに会いに行きました。

遠くから『ゅうこさ~ん」と声がかかったり「絵を描いてる?Jとか「おい 友子げんき

にしてるか!俺はもう駄目だよ。 がんばれよ!Jなどと 励ましてくれる人もいます。

* * * 
まだ養護学校に通っていた頃 母と一緒に「港北イベントプランナー」の会に参加してい

ました。 聴覚障害の人がやる「ひとみ座のデフパペットシアター」の人形劇を上演する会

です。私もチケットを草イスの後ろにつんで、学校の先生たちに買ってもらったりしました。

この「らくらく市」では そういう活動をしていた人も多く みんな忙しそうにしていま

すが 声をかけてくれます。今お世話になっている仲間や大好きな「かれん」の人たち

に会えるのも嬉しいですが 私が小さいときから 大人になってまでの生活をずっと知っ

ている人がいるというのは uなんだか見守ってくれているようで いいな"と思います。

これからも グループホームと 活動ホームのデイサービスの聞を行ったり来たりす

るだけでなく いろいろな会にも参加したいなと思います。

それで もし役に立つ事があるなら なおいいのだけれど.... 

大原友子

|*お知らせ*1
グループホーム所在地、港北区新吉田町西部町会の会長が長谷川俊雄様に決まりました。

今後、先日ご逝去された手塚和夫前会長に変わり、ょっぱホーム運営委員会の役員をおひき

うけいただきます。よろしくお願いいたします。
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